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(57)【要約】
【課題】反射シートの経時変化に左右されずにバックラ
イトの明るさを正確にモニターする。
【解決手段】反射シート孔（７ａ），シャーシ孔（８ａ
）およびベース孔（１３ａ）を通して、導光板（５）の
背面に出る光を光センサ（１１）で直接的に計測する。
反射シート孔（７ａ）の大きさとベース孔（１３ａ）の
大きさを、反射シート（７）を透過した光は光センサ（
１１）へ通さないような関係にする。
【効果】反射シート（７）は経時変化により光透過率が
徐々に低下するが、その反射シート（７）の経時変化に
左右されずにバックライト（６）の明るさを正確にモニ
ターすることが出来る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
液晶パネルと、前記液晶パネルの背面に設けられた導光板と、前記導光板の側方に設けら
れたバックライトと、前記導光板の背面に設けられた反射シートと、前記液晶パネルの前
面を除いて前記液晶パネル，導光板，バックライトおよび反射シートを囲む金属製シャー
シとを備えた液晶表示ユニットにおいて、前記導光板の背面に出る光が前記シャーシの背
面へ直接出るように前記反射シートおよび前記シャーシに孔を開け、前記導光板から前記
シャーシの背面へ直接出る光を光不透過材料製ベースに穿設した孔を通して光センサが受
光するように前記シャーシの背面に前記ベースを介して前記光センサを取り付け、前記反
射シートに開けた孔の大きさと前記ベースに穿設した孔の大きさの関係を、前記導光板か
ら前記シャーシの背面へ直接出る光は前記光センサへ通すが前記反射シートを透過した光
は前記光センサへ通さないような関係としたことを特徴とする液晶表示ユニット。
【請求項２】
液晶パネルと、前記液晶パネルの背面に設けられたバックライトと、前記バックライトの
背面に設けられた反射シートと、前記液晶パネルの前面を除いて前記液晶パネル，バック
ライトおよび反射シートを囲む金属製シャーシとを備えた液晶表示ユニットにおいて、前
記バックライトの背面に出る光が前記シャーシの背面へ直接出るように前記反射シートお
よび前記シャーシに孔を開け、前記バックライトから前記シャーシの背面へ直接出る光を
光不透過材料製ベースに穿設した孔を通して光センサが受光するように前記シャーシの背
面に前記ベースを介して前記光センサを取り付け、前記反射シートに開けた孔の大きさと
前記ベースに穿設した孔の大きさの関係を、前記バックライトから前記シャーシの背面へ
直接出る光は前記光センサへ通すが前記反射シートを透過した光は前記光センサへ通さな
いような関係としたことを特徴とする液晶表示ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示ユニットに関し、さらに詳しくは、反射シートの経時変化に左右さ
れずにバックライトの明るさを正確にモニターすることが出来る液晶表示ユニットに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液晶パネルと、液晶パネルの背面に設けられた導光板と、導光板の側方に設けら
れたバックライトと、導光板の背面に設けられた反射シートと、液晶パネルの前面を除い
て液晶パネル，導光板，バックライトおよび反射シートを囲む金属製シャーシとを備えた
液晶表示ユニットにおいて、反射シートの背面から漏れる光がシャーシの背面へ出るよう
にシャーシに孔を開け、反射シートの背面から漏れる光を光センサが受光するようにシャ
ーシの背面に光センサを取り付けた液晶表示ユニットが知られている（例えば、特許文献
１参照。）。
【特許文献１】特開平１０－２２２１２９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上述した従来の技術においては、反射シートの背面から漏れる光を光センサで受光して
バックライトの明るさを計測している。ところが、液晶表示ユニットで使用されている反
射シートは、経時変化により光透過率が徐々に低下する場合がある。
　しかし、経時変化により反射シートの光透過率が変動すると、バックライトの明るさを
正確にモニターすることが出来ない問題点がある。
　そこで、本発明の目的は、反射シートの経時変化に左右されずにバックライトの明るさ
を正確にモニターすることが出来る液晶表示ユニットを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
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【０００４】
　第１の観点では、本発明は、液晶パネルと、前記液晶パネルの背面に設けられた導光板
と、前記導光板の側方に設けられたバックライトと、前記導光板の背面に設けられた反射
シートと、前記液晶パネルの前面を除いて前記液晶パネル，導光板，バックライトおよび
反射シートを囲む金属製シャーシとを備えた液晶表示ユニットにおいて、前記導光板の背
面に出る光が前記シャーシの背面へ直接出るように前記反射シートおよび前記シャーシに
孔を開け、前記導光板から前記シャーシの背面へ直接出る光を光不透過材料製ベースに穿
設した孔を通して光センサが受光するように前記シャーシの背面に前記ベースを介して前
記光センサを取り付け、前記反射シートに開けた孔の大きさと前記ベースに穿設した孔の
大きさの関係を、前記導光板から前記シャーシの背面へ直接出る光は前記光センサへ通す
が前記反射シートを透過した光は前記光センサへ通さないような関係としたことを特徴と
する液晶表示ユニットを提供する。
　上記第１の観点による液晶表示ユニットでは、反射シートの孔，シャーシの孔およびベ
ースの孔を通して、導光板の背面に出る光を光センサで直接的に計測する。さらに、反射
シートの孔の大きさとベースの孔の大きさを、反射シートを透過した光は光センサへ通さ
ないような関係にする。これにより、反射シートの経時変化に左右されずにバックライト
の明るさを正確にモニターすることが出来る。なお、液晶表示ユニットで使用されている
導光板については、経時変化は無視できる程度であった。
【０００５】
　第２の観点では、本発明は、液晶パネルと、前記液晶パネルの背面に設けられたバック
ライトと、前記バックライトの背面に設けられた反射シートと、前記液晶パネルの前面を
除いて前記液晶パネル，バックライトおよび反射シートを囲む金属製シャーシとを備えた
液晶表示ユニットにおいて、前記バックライトの背面に出る光が前記シャーシの背面へ直
接出るように前記反射シートおよび前記シャーシに孔を開け、前記バックライトから前記
シャーシの背面へ直接出る光を光不透過材料製ベースに穿設した孔を通して光センサが受
光するように前記シャーシの背面に前記ベースを介して前記光センサを取り付け、前記反
射シートに開けた孔の大きさと前記ベースに穿設した孔の大きさの関係を、前記バックラ
イトから前記シャーシの背面へ直接出る光は前記光センサへ通すが前記反射シートを透過
した光は前記光センサへ通さないような関係としたことを特徴とする液晶表示ユニットを
提供する。
　上記第２の観点による液晶表示ユニットでは、反射シートの孔，シャーシの孔およびベ
ースの孔を通して、バックライトの背面に出る光を光センサで直接的に計測する。さらに
、反射シートの孔の大きさとベースの孔の大きさを、反射シートを透過した光は光センサ
へ通さないような関係にする。これにより、反射シートの経時変化に左右されずにバック
ライトの明るさを正確にモニターすることが出来る。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の液晶表示ユニットによれば、反射シートの経時変化に左右されずにバックライ
トの明るさを正確にモニターすることが出来る。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、図に示す実施の形態により本発明をさらに詳細に説明する。なお、これにより本
発明が限定されるものではない。
【実施例１】
【０００８】
　図１は、実施例１に係る液晶表示ユニット１を示す要部断面図である。
　この液晶表示ユニット１は、液晶パネル２と、液晶パネル２の背面に設けられた拡散シ
ート３と、拡散シート３の背面に設けられた集光シート４と、集光シート４の背面に設け
られた導光板５と、導光板５の側方に設けられたバックライト６と、導光板５の背面に設
けられた反射シート７と、液晶パネル２の前面を除いて液晶パネル２，拡散シート３，集
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光シート４，導光板５，バックライト６および反射シート７を囲む金属製シャーシ８と、
シャーシ８の背面に取り付けられた輝度検出ユニット１０とを具備している。
【０００９】
　輝度検出ユニット１０は、光センサ１１と、光センサ１１を搭載した回路基板１２と、
絶縁を保ってシャーシ８に回路基板１２を保持するベース１３とからなっている。
【００１０】
　光センサ１１の前方に当たる反射シート７の部分には、反射シート孔７ａが穿設されて
いる。反射シート孔７ａは、直径３ｍｍの円孔とする。直径が５ｍｍ以下の円孔なら、反
射シート孔７ａの存在が輝度ムラとして視認されることはない。
【００１１】
　　光センサ１１の前方に当たるシャーシ８の部分には、シャーシ孔８ａが穿設されてい
る。シャーシ孔８ａは、直径３０ｍｍ以下の円孔で、反射シート孔７ａと同心とする。な
お、反射シート７とシャーシ８の間に１ｍｍ程度のクリアランスがあるため、同心といっ
ても１ｍｍ程度の心ずれは生じうる。
【００１２】
　光センサ１１の前方に当たるベース１３の部分には、ベース孔１３ａが穿設されている
。ベース孔１３ａは、直径１．５ｍｍ以下の円孔で、反射シート孔７ａと同心とする。な
お、
【００１３】
　図２は、反射シート孔７ａの大きさとベース孔１３ａの大きさの関係を示す説明図であ
る。
　反射シート孔７ａの直径をＤｒとし、ベース孔１３ａの直径をＤｂとし、ベース孔１３
ａの長さをＬｂとし、反射シート７の前面からベース１３の前面までの距離をＬｒとする
とき、次式の関係を満たせば、反射シート７を透過した光は光センサ１１に入射しない。
　　Ｄｒ≧｛１＋２（Ｌｒ／Ｌｂ）｝Ｄｂ
　例えば、Ｌｒ＝０．３ｍｍ、Ｌｂ＝２ｍｍ、Ｄｂ＝１．５ｍｍなら右辺は１．７２５ｍ
ｍとなるので、Ｄｒ＝３ｍｍなら上式を満たし、反射シート７を透過した光は光センサ１
１に入射しない。なお、Ｄｒ＝３ｍｍとすると、１ｍｍ程度の心ずれがあっても大丈夫で
ある。
【００１４】
　実施例１の液晶表示ユニット１によれば、反射シート７の経時変化に左右されずにバッ
クライト６の明るさを正確にモニターすることが出来る。
【実施例２】
【００１５】
　図３は、実施例２に係る液晶表示ユニット１を示す要部断面図である。
　この液晶表示ユニット１は、液晶パネル２と、液晶パネル２の背面に設けられた拡散シ
ート３と、拡散シート３の背面に設けられた集光シート４と、集光シート４の背面に設け
られた多数のバックライト６と、バックライト６の背面に設けられた反射シート７と、液
晶パネル２の前面を除いて液晶パネル２，拡散シート３，集光シート４，バックライト６
および反射シート７を囲む金属製シャーシ８と、シャーシ８の背面に取り付けられた輝度
検出ユニット１０とを具備している。
【００１６】
　輝度検出ユニット１０は、光センサ１１と、光センサ１１を搭載した回路基板１２と、
絶縁を保ってシャーシ８に回路基板１２を保持するベース１３とからなっている。
【００１７】
　光センサ１１の前方に当たる反射シート７の部分には、反射シート孔７ａが穿設されて
いる。反射シート孔７ａは、直径３ｍｍの円孔とする。直径が５ｍｍ以下の円孔なら、反
射シート孔７ａの存在が輝度ムラとして視認されることはない。
【００１８】
　　光センサ１１の前方に当たるシャーシ８の部分には、シャーシ孔８ａが穿設されてい
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る。シャーシ孔８ａは、直径３０ｍｍ以下の円孔で、反射シート孔７ａと同心とする。な
お、反射シート７とシャーシ８の間に１ｍｍ程度のクリアランスがあるため、同心といっ
ても１ｍｍ程度の心ずれは生じうる。
【００１９】
　光センサ１１の前方に当たるベース１３の部分には、ベース孔１３ａが穿設されている
。ベース孔１３ａは、直径１．５ｍｍ以下の円孔で、反射シート孔７ａと同心とする。な
お、
【００２０】
　図４は、反射シート孔７ａの大きさとベース孔１３ａの大きさの関係を示す説明図であ
る。
　反射シート孔７ａの直径をＤｒとし、ベース孔１３ａの直径をＤｂとし、ベース孔１３
ａの長さをＬｂとし、反射シート７の前面からベース１３の前面までの距離をＬｒとする
とき、次式の関係を満たせば、反射シート７を透過した光は光センサ１１に入射しない。
　　Ｄｒ≧｛１＋２（Ｌｒ／Ｌｂ）｝Ｄｂ
　例えば、Ｌｒ＝０．３ｍｍ、Ｌｂ＝２ｍｍ、Ｄｂ＝１．５ｍｍなら右辺は１．７２５ｍ
ｍとなるので、Ｄｒ＝３ｍｍなら上式を満たし、反射シート７を透過した光は光センサ１
１に入射しない。なお、Ｄｒ＝３ｍｍとすると、１ｍｍ程度の心ずれがあっても大丈夫で
ある。
【００２１】
　実施例２の液晶表示ユニット１によれば、反射シート７の経時変化に左右されずにバッ
クライト６の明るさを正確にモニターすることが出来る。
【産業上の利用可能性】
【００２２】
　本発明の液晶表示ユニットは、医用画像表示装置のモニタなどに利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】実施例１に係る液晶表示ユニットを示す断面図である。
【図２】実施例１に係る反射シートの孔とベースの孔の大きさの関係を示す説明図である
。
【図３】実施例２に係る液晶表示ユニットを示す断面図である。
【図４】実施例２に係る反射シートの孔とベースの孔の大きさの関係を示す説明図である
。
【符号の説明】
【００２４】
　１　　　　　液晶表示ユニット
　２　　　　　液晶パネル
　５　　　　　導光板
　６　　　　　バックライト
　７　　　　　反射シート
　７ａ　　　　反射シート孔
　８　　　　　シャーシ
　８ａ　　　　シャーシ孔
　１０　　　　輝度検出ユニット
　１１　　　　光センサ
　１３　　　　ベース
　１３ａ　　　ベース孔
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